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現
代
刑
法
理
論
と
民
法
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
ー
二
i
ゼ
の
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
批
到
を
め
ぐ
つ
て
i
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浩理
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1
　
目
的
的
行
爲
論
が
、
民
法
に
お
い
て
も
刑
法
に
お
け
る
よ
う
な
成
果
を

も
た
ら
す
理
論
豊
系
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
馳
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
ま
ず
行
爲
を
問
題
に
す
る
と
し
て
、
民
法
が
原
則
と
し
て
人
間
行
爲
の
目
的

性
を
考
慮
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
黙
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
事
實
、
こ
れ
は
、
意
思
表
示
の
際
に
明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る
。
私
法
秩
序
は
、

目
的
意
識
的
意
思
を
市
民
的
法
生
活
の
中
心
的
形
成
要
素
と
し
て
來
た
。
立
法

理
由
書
も
、
法
律
行
爲
を
定
義
し
て
「
法
律
上
の
効
果
の
招
來
に
向
け
ら
れ
た

私
法
的
意
思
表
示
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
意
慾
さ
れ
た
が
故
に
法
秩
序
が
こ
れ

を
賦
興
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
一
定
の
法
律
効
果
に
向
け
ら
れ
た
目
的

性
は
、
法
秩
序
に
よ
つ
て
法
形
成
力
を
與
え
ら
れ
て
お
り
、
實
定
法
的
な
意
味

で
「
民
法
上
重
要
な
目
的
性
」
と
な
る
。
意
思
主
義
と
表
示
主
義
と
の
ア
ン
チ

現
代
刑
法
理
論
と
民
法

テ
ー
ゼ
を
、
内
部
的
意
思
と
外
部
的
表
示
と
の
ジ
ン
テ
ー
ゼ
に
よ
つ
て
克
服
し

よ
う
と
す
る
實
現
読
（
0
9
言
β
鴨
爵
8
旨
①
）
に
お
い
て
、
目
的
的
行
爲
論
と

の
密
接
な
關
聯
が
あ
る
と
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
は
言
う
（
七
〇
二
頁
）
。

　
意
思
表
示
は
法
形
成
力
を
目
的
と
し
て
實
現
さ
れ
た
意
思
で
あ
る
。
從
つ
て

意
思
表
示
の
解
澤
に
際
し
（
民
法
一
三
三
條
）
探
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
「
表

示
の
中
に
表
現
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
」
の
意
思
で
あ
つ
て
、
潜
在
的
な
「
表

示
」
さ
れ
ざ
る
意
思
で
は
な
い
（
八
九
五
頁
）
。

　
し
か
し
、
取
引
の
安
全
と
い
う
観
融
か
ら
、
表
示
の
内
容
に
封
感
す
る
意
思

が
敏
け
て
い
る
場
合
で
も
、
意
思
表
示
が
適
法
か
つ
有
効
で
あ
る
と
い
う
融
に

つ
い
て
は
、
實
現
読
も
異
論
は
唱
え
な
い
。
赴
會
構
成
員
が
、
故
意
に
又
は
法

的
取
引
に
お
け
る
自
己
の
行
爲
の
意
昧
を
誤
解
し
て
、
相
手
方
に
］
定
の
法
律

行
爲
的
意
思
の
存
在
と
表
明
と
を
推
測
、
信
頼
せ
し
め
、
し
か
も
こ
の
酷
に
つ

い
て
合
理
的
根
振
が
あ
る
場
合
、
相
手
方
の
推
測
、
信
頼
は
保
護
さ
れ
る
（
信

頼
説
）
。
こ
の
「
取
引
慣
行
に
基
づ
く
法
的
擬
制
」
（
聯
邦
裁
、
民
事
剣
例
集
＋

六
一

（
六
四
一
）



現
代
刑
法
理
論
と
民
法

一
巻
五
頁
）
の
根
振
は
「
法
的
生
活
に
お
い
て
も
、
目
的
的
に
方
向
づ
け
ら
れ

た
外
部
的
態
度
か
ら
、
そ
の
態
度
に
相
鷹
す
る
目
的
志
向
的
意
思
其
れ
自
薩
が

常
に
推
測
せ
ら
れ
得
、
從
つ
て
法
律
行
爲
の
取
引
に
お
け
る
相
手
方
は
こ
の
推

測
を
信
頼
す
る
こ
と
が
法
的
に
許
さ
れ
る
の
だ
」
と
い
う
経
験
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
見
解
の
封
立
に
つ
い
て
、
民
法
が
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

黙
は
、
「
法
律
行
爲
の
取
引
に
關
與
す
る
す
べ
て
の
者
の
相
封
立
す
る
利
釜
、

法
律
行
爲
當
事
者
間
の
利
釜
を
何
等
か
の
方
法
で
調
整
す
る
事
」
で
あ
る
。
信

頼
読
は
、
相
手
方
が
事
情
、
慣
習
を
考
慮
し
て
行
爲
か
ら
合
理
的
に
讃
み
と
れ

た
筈
の
法
律
行
爲
的
意
思
を
表
示
者
に
封
し
て
擬
制
し
て
、
表
示
受
領
者
の
利

釜
に
解
決
し
て
い
る
。

　
刑
法
上
も
、
故
意
犯
に
つ
い
て
は
、
行
爲
者
の
外
部
的
態
度
か
ら
故
意
が
推

定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
争
い
得
ざ
る
推
定
と
置
き
換
え
る

こ
と
は
出
來
な
い
。
刑
法
二
五
九
條
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
故
意
の

推
定
」
は
、
裁
到
官
の
自
由
な
讃
族
許
債
に
封
す
る
指
示
に
す
ぎ
ず
、
事
情
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
い

よ
つ
て
は
排
除
も
出
來
る
と
い
う
一
感
の
謹
振
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
或
者
が

罰
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
構
成
要
件
に
該
當
す
る
行
爲
を
違
法
か
つ
有
責
に
犯

し
た
こ
と
が
完
全
に
立
鐙
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
刑
法
に
お
い
て
は
人
間
の
行
爲
の
み
が
考
察
の
中
心
と
な
る
。
而
し
て
行
爲

が
猫
立
し
て
刑
罰
の
封
象
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
行
爲
者
が
そ
の
行
爲
に

つ
い
て
倫
理
的
に
そ
の
人
格
を
以
つ
て
責
任
を
負
う
の
か
が
追
及
さ
れ
る
。
故

意
犯
の
場
合
に
は
、
可
罰
的
行
爲
は
内
的
に
も
外
的
に
も
現
實
の
形
で
存
在

し
、
し
か
も
構
成
要
件
の
實
現
に
向
け
ら
れ
た
意
思
を
俘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
民
法
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
法
律
形
成
に
向
け
ら
れ
た
意
思

は
「
法
律
効
果
の
根
披
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
法
的
取
引
の
安
全
、

六
二

（
六
四
二
）

特
に
表
示
受
領
者
に
封
す
る
關
係
が
考
慮
さ
れ
る
。
だ
か
ら
或
る
行
爲
が
相
手

に
一
定
の
法
律
行
爲
的
意
思
を
推
測
せ
し
め
る
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
の
意
思

が
辮
護
の
鹸
地
あ
る
「
意
味
の
錯
誤
」
に
よ
つ
て
、
存
在
し
な
い
場
合
で
も
責

め
を
負
わ
せ
る
。
刑
法
は
行
爲
を
現
實
的
に
、
つ
ま
り
行
爲
「
そ
の
も
の
と
し

て
」
行
爲
者
と
の
關
聯
に
お
い
て
個
別
的
に
考
察
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
民
法

は
あ
る
態
度
を
他
の
吐
會
構
成
員
と
の
闘
聯
に
お
い
て
全
瞬
關
聯
的
（
ざ
厚

目
琶
埠
暮
才
）
に
考
察
す
る
。

　
以
上
述
べ
た
民
、
刑
爾
法
の
考
察
方
法
の
差
異
は
、
爾
法
隆
系
に
著
し
い
差

異
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
優
越
的
因
果
性
（
菩
霞
言
げ
且
①

国
讐
毘
洋
鋒
）
の
問
題
を
み
て
み
る
。
刑
法
は
、
、
吐
會
生
活
の
根
源
的
、
肚

會
倫
理
的
な
根
本
贋
値
か
ら
の
腕
落
（
但
し
行
爲
に
現
わ
れ
た
も
の
）
に
封
し

て
、
刑
罰
を
以
つ
て
威
嚇
す
る
つ
刑
法
で
は
第
一
に
は
、
犯
罪
行
爲
の
中
に
ふ

く
ま
れ
て
い
る
、
意
圓
に
即
感
し
た
行
爲
贋
値
に
封
し
て
反
撃
を
加
え
る
。
例

え
ば
安
樂
死
に
お
け
る
如
く
被
害
者
の
死
が
必
然
的
で
あ
る
場
合
と
か
、
他
人

の
住
居
に
放
火
し
た
と
こ
ろ
が
、
翌
日
そ
こ
に
爆
弾
が
落
ち
て
爆
破
坑
と
焼
野

原
に
攣
つ
た
場
合
と
か
に
あ
つ
て
も
、
殺
人
行
爲
、
器
物
損
壊
、
放
火
行
爲
等

の
肚
會
倫
理
的
に
非
難
し
得
る
當
罰
性
に
攣
り
は
な
い
。

　
こ
の
優
越
的
因
果
性
と
い
う
ま
ぎ
ら
わ
し
い
名
の
間
題
は
、
民
法
上
で
は
、

或
る
行
爲
が
他
人
の
灌
利
範
園
で
惹
起
せ
し
め
た
経
濟
的
な
損
害
を
均
等
化
す

る
こ
と
を
顧
慮
し
て
い
る
場
合
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
殺
人
の
場
合
に
、
民
法

八
四
四
條
で
扶
養
の
灌
利
を
有
す
る
遺
族
の
年
金
講
求
権
の
基
礎
に
、
扶
養
義

務
者
た
る
被
害
者
の
「
推
定
的
」
生
存
期
間
を
置
い
て
い
る
。
從
つ
て
、
瀕
死

の
岩
を
殺
す
こ
と
は
一
般
に
年
金
講
求
灌
を
螢
生
せ
し
め
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
損
害
護
生
と
い
う
こ
と
で
終
り
、
そ
の
時
黙
で
損
害
が
確
定
す



る
場
合
、
例
え
ば
家
屋
の
僥
機
に
よ
る
器
物
殿
損
の
場
合
に
、
問
題
と
な
る
の

は
因
果
關
係
の
問
題
で
は
な
く
「
損
害
範
園
の
正
し
い
限
界
づ
け
」
と
い
う
規

範
的
問
題
で
あ
る
。

　
次
に
行
爲
主
腱
と
の
關
係
で
爾
法
領
域
の
機
能
上
の
差
異
を
見
る
。
刑
法
は

人
間
の
行
爲
の
み
を
封
象
と
す
る
。
行
爲
者
の
肚
會
倫
理
的
に
非
難
し
得
る
態

度
に
つ
ぎ
責
め
を
負
わ
し
め
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
刑
法
上
人
間
と
は

「
道
徳
的
な
成
熟
に
達
す
る
や
否
や
、
そ
し
て
叉
、
自
由
な
道
徳
的
自
己
決
定

の
素
質
が
一
時
的
に
支
障
を
來
た
し
た
り
、
或
い
は
一
時
障
害
を
受
け
る
こ
と

が
な
い
限
り
、
自
由
な
、
責
任
の
あ
る
、
そ
し
て
道
徳
的
な
自
己
決
定
の
能
力

を
附
與
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
法
に
印
し
、
不
法
に
は
反
抗
し

て
到
断
を
し
、
自
分
の
態
度
を
法
的
當
爲
の
規
範
に
從
つ
て
調
整
し
、
法
的
に

禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
同
避
し
得
る
生
物
で
あ
る
（
聯
邦
裁
、
刑
事
部
判
例
集
二

巻
二
〇
〇
頁
）
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。
從
つ
て
法
人
は
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
責
任

を
負
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
法
人
の
行
爲
は
、
人
が
そ
れ
に
代
つ
て
爲
す

に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
人
の
結
合
謹
は
犯
罪
の
行
爲
者
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
経

濟
刑
法
で
は
、
結
合
膿
そ
れ
自
鐙
に
封
し
、
秩
序
違
反
に
關
す
る
陵
罪
金
を
科

し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
経
濟
犯
に
封
し
刑
事
罰
を
許
容
し
て
は
い
な
い
。
こ

れ
に
封
し
、
税
法
の
中
で
法
人
叉
は
人
の
集
團
（
℃
Φ
屋
自
①
ロ
〈
段
巴
旨
磐
昌
叩

o
β
）
に
封
し
刑
罰
を
科
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
税
法
犯
に
勤
す
る
命
令
三

九
三
條
）
。
し
か
し
こ
れ
は
刑
法
の
肚
會
倫
理
的
機
能
と
爾
立
し
な
い
。

　
民
法
に
お
い
て
は
、
法
人
は
「
意
思
主
膿
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ッ
パ

ー
ダ
イ
は
「
民
法
三
十
一
條
も
法
人
の
、
自
己
の
行
爲
に
封
す
る
責
任
と
自
己

の
故
意
過
失
に
蜀
す
る
責
任
と
を
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
（
四
三
三
頁
）
と

言
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
存
在
論
的
行
爲
概
念
の
主
張
者
（
目
的
的
行
爲
論
）

現
代
刑
法
理
論
と
民
法

に
と
つ
て
肯
定
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
は
こ
の

場
合
、
法
人
を
擬
人
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
機
關
は
生
物
で
は
な
い
の

で
あ
つ
て
、
自
然
的
意
思
を
有
し
な
い
」
…
…
「
從
つ
て
そ
れ
は
比
喩
的
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
事
物
の
本
質
に
か
な
つ
た
見
解
で
あ
る
」
…
…
「
從
つ
て
我
々

は
、
有
機
豊
自
騰
を
意
思
主
騰
と
考
え
、
そ
れ
を
人
格
化
す
る
」
（
四
〇
一
頁
）

「
定
款
上
の
機
關
が
行
う
行
爲
は
、
法
人
自
身
の
行
爲
と
看
倣
さ
れ
、
そ
の
意

思
は
法
人
の
意
思
と
看
倣
さ
れ
る
」
（
四
〇
三
頁
）
。
し
か
し
、
意
思
能
力
、
行

爲
能
力
、
責
任
能
力
を
有
す
る
の
は
自
然
人
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
ニ

ッ
パ
ー
ダ
イ
も
亦
「
機
關
を
槽
利
主
瞭
お
よ
び
意
思
主
豊
と
考
え
、
機
關
の
意

思
を
こ
の
主
隆
の
意
思
と
見
な
す
」
類
推
が
重
要
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
が
こ
の
黙
に
擬
制
を
見
よ
う
と
す

る
か
ど
う
か
は
ど
う
で
も
よ
い
。
「
現
行
法
規
定
を
容
易
に
、
か
つ
目
的
に
か

な
う
よ
う
に
適
用
す
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
さ
れ
る
な
ら
ぽ
そ

れ
で
充
分
で
あ
る
」
（
四
〇
一
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
法
人
を
箪
な
る
法
技
術
上
の
概
念
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
の
最

も
重
要
な
黙
は
、
〃
法
人
の
た
め
に
活
動
す
る
人
間
の
意
思
、
行
爲
、
故
意
過

失
が
法
人
自
身
に
麟
．
せ
ら
れ
る
黙
に
あ
る
”
（
民
法
三
一
條
）
。
他
人
の
行
爲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ぬ
　
　
　
セ
　
　
　
じ
　
　
　
セ

侵
害
的
な
結
果
に
つ
い
て
、
恰
も
彼
自
身
が
行
つ
た
か
の
如
く
に
、
財
産
法
上

他
人
の
代
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
法
上
の
保
護
目
的
に
は
か
な
う
が
、

刑
法
上
は
、
就
會
倫
理
的
に
非
難
し
得
る
態
度
に
代
つ
て
道
徳
的
に
身
代
り
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
人
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。
機
關
説
を
と
る
こ
と
は
、
目

的
的
行
爲
と
相
容
れ
な
い
。
代
理
説
の
み
が
目
的
的
行
爲
論
と
結
合
し
得
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
民
法
が
目
的
的
行
爲
概
念
を
逸
腕
し
て
、
外
部
か
ら
見

れ
ば
目
的
的
慧
度
で
は
あ
つ
て
も
、
内
部
か
ら
み
れ
ぽ
目
的
的
行
爲
で
な
い
も

六
三

（
六
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三
）



現
代
刑
法
理
論
と
民
法

の
を
取
り
扱
5
な
ら
ば
、
こ
こ
に
目
的
的
行
爲
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
」
と
言
え
る
。
實
際
的
な
結
果
の
譜
で
は
、
目
的
的
行
爲
概
念
は
意
思
表

示
に
關
し
て
信
頼
説
を
と
る
場
合
に
有
意
義
と
な
り
、
法
入
の
行
爲
を
説
明
す

る
に
は
、
機
關
読
を
す
て
て
代
理
説
を
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
理
論
的
に
實
り

多
い
も
の
と
な
し
得
よ
う
。

　
1
　
し
か
し
な
が
ら
民
事
法
が
、
故
意
過
失
責
任
（
＜
曾
8
9
蜀
①
塁
冨
坤
－

β
目
磯
）
に
基
づ
い
て
故
意
行
爲
叉
は
過
失
行
爲
に
そ
の
法
律
効
果
を
付
與
す
る

限
り
、
目
的
的
行
爲
論
の
膣
系
の
効
果
は
刑
法
に
お
け
る
よ
り
も
ず
つ
と
實
り

少
い
。

　
そ
の
理
由
は
、
民
事
法
が
「
全
薩
關
聯
的
」
な
目
的
設
定
を
し
て
い
る
黙
に

あ
る
。
民
事
法
は
行
爲
者
が
他
人
の
権
利
領
域
に
お
い
て
惹
起
し
た
損
害
を
填

補
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
と
は
異
な
つ
て
結
果
不
贋
値
に
重
馳

を
置
く
。
た
し
か
に
、
民
法
八
二
三
條
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
た
灌
利
に
封
す
る

侵
害
が
未
途
に
終
つ
た
場
合
、
そ
の
侵
害
は
豫
防
上
そ
の
不
作
爲
を
求
め
る
訴

の
基
礎
と
な
り
、
民
法
二
三
三
九
條
一
號
に
よ
れ
ば
、
殺
人
未
遂
は
相
績
飲
格

と
い
う
民
法
上
の
特
殊
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
。
し
か
し
民
法
上
は
未
途
は
あ
ま

り
重
要
で
は
な
い
。

　
こ
の
損
害
填
補
へ
の
方
向
づ
け
が
、
民
事
法
の
規
範
豊
系
に
刑
法
と
は
異
な

つ
た
形
相
を
興
え
る
。
民
事
法
の
基
本
型
を
な
す
も
の
は
、
純
然
た
る
結
果
惹

起
の
法
律
要
件
で
あ
る
。
民
法
八
…
二
條
一
項
で
は
行
爲
の
態
容
に
は
別
段
の

注
文
を
つ
け
ず
に
、
一
括
し
て
、
総
て
の
絶
封
灌
の
侵
害
を
封
象
と
す
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
八
二
三
條
一
項
の
法
律
要
件
は
、
民
法
上
個
人
の
法
釜
、
印

ち
生
命
・
健
康
・
自
由
・
名
碁
等
に
封
す
る
総
て
の
犯
罪
行
爲
を
含
む
。
法
律

六
四

（
六
四
四
）

な
げ
れ
ば
刑
罰
な
く
、
犯
罪
な
し
と
す
る
法
治
國
家
の
命
令
を
實
現
す
る
た
め

に
、
刑
法
の
構
成
要
件
は
特
別
な
肚
會
倫
理
的
非
難
が
加
え
ら
れ
る
典
型
的
蓮

法
行
爲
を
嚴
密
に
限
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
民
事
法
に
は
、
こ
の
よ
う
な
構
成

要
件
の
特
殊
な
機
能
は
敏
け
て
い
る
。

　
故
意
犯
の
行
爲
の
不
慣
値
は
、
そ
れ
が
心
情
に
基
づ
く
と
い
う
鮎
に
、
庭
罰

す
る
に
つ
い
て
の
本
來
の
手
が
か
り
が
存
し
、
從
つ
て
故
意
行
爲
が
刑
法
の
基

本
類
型
と
な
る
の
だ
と
す
る
論
結
は
、
法
に
誠
實
な
態
度
の
杜
會
倫
理
的
根
本

贋
値
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
刑
法
の
特
殊
な
使
命
の
實
膿
論
理
的
な
結
論
で
あ

る
。
過
失
犯
は
、
最
高
法
釜
に
向
け
ら
れ
た
も
の
に
限
つ
て
認
め
ら
れ
る
例
外

で
あ
る
。
制
裁
は
刑
罰
の
種
類
に
お
い
て
も
そ
の
範
園
に
お
い
て
も
多
檬
で
あ

つ
て
、
個
々
の
場
合
に
は
責
任
と
蓮
法
の
程
度
に
懸
じ
て
科
せ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
反
し
て
民
事
法
で
は
、
故
意
過
失
責
任
（
＜
Φ
屋
畠
昌
留
諾
壁
蓉
一
目
O
q
）
の

範
園
内
で
、
異
な
つ
た
責
任
の
等
級
を
、
等
し
く
責
任
原
因
と
し
て
同
一
覗
し

て
い
る
。
契
約
法
、
不
法
行
爲
法
に
お
い
て
は
、
債
務
者
に
責
あ
る
故
意
及
び

過
失
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
責
任
の
程
度
如
何
と
關
係
な
く
、
法

律
効
果
は
同
一
で
あ
る
。
債
務
者
は
全
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
捲
形
式
の
匿
別
も
な
い
（
民
法
八
三
〇
條
、
八
四
〇
條
を
参
照
）
。
殊
に
八
三

〇
條
－
項
後
段
は
、
反
謹
を
以
つ
て
覆
し
得
る
推
定
を
與
え
ら
れ
た
惹
起
行
爲

に
封
し
て
も
、
賠
償
義
務
を
負
わ
せ
で
い
る
。
こ
の
黙
か
ら
し
て
、
共
同
行
爲

者
の
取
扱
に
つ
い
て
、
刑
事
法
で
襲
揮
す
る
効
力
を
、
民
事
法
の
中
に
作
用
せ

し
め
る
こ
と
は
、
目
的
的
行
爲
論
に
期
待
す
る
ζ
と
は
出
來
な
い
。

　
民
事
法
で
は
、
惹
起
の
要
件
、
責
任
程
度
、
法
律
効
果
の
馳
で
劃
一
的
で
あ

る
か
ら
、
故
意
行
爲
と
非
故
意
行
爲
を
法
律
上
匿
別
し
、
種
々
の
行
爲
不
償
値

を
抽
出
す
る
目
的
的
行
爲
概
念
は
、
意
昧
が
な
く
な
る
。
何
故
な
ら
是
認
せ
ら



れ
な
い
目
的
性
を
も
つ
行
爲
（
故
意
行
爲
）
と
非
難
さ
れ
な
い
目
的
を
俘
う
行

爲
（
過
失
行
爲
）
に
よ
り
惹
き
起
さ
れ
た
■
結
果
惹
起
は
民
事
法
に
お
い
て
は
、

同
一
の
法
律
要
件
に
お
い
て
、
同
一
の
法
律
効
果
（
完
全
な
損
害
賠
償
）
の
原

因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
結
果
の
惹
起
と
結
果
の
不
贋
値
に
重
黙
が
移
れ
ば
、

じ
　
　
ち
　
　
じ
　
　
し
　
　
ち

行
爲
不
贋
値
の
意
義
は
全
く
失
な
わ
れ
る
。
責
任
説
と
故
意
説
の
匿
別
も
、
責

め
あ
る
故
意
と
過
失
が
責
任
原
因
と
し
て
同
じ
法
律
要
件
中
に
同
列
に
置
か
れ

て
い
る
な
ら
ぽ
、
意
昧
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
責
任
読
は
責
め
あ
る
禁
止
の
錯

誤
の
場
合
に
、
故
意
を
理
由
と
し
て
責
任
を
負
わ
せ
、
故
意
説
は
過
失
に
基
づ

い
て
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
印
ち
而
も
爾
者
は
完
全
な
賠
償

義
務
と
い
う
同
一
の
法
律
効
果
を
俘
つ
て
い
る
か
ら
。

　
民
事
法
で
故
意
説
、
責
任
誘
の
い
ず
れ
を
と
る
か
の
決
定
を
迫
ら
れ
る
の

は
、
箪
に
責
め
あ
る
故
意
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
う
場
合
で
あ
る
。

　
民
事
法
上
の
責
任
規
範
に
お
い
て
、
責
任
を
故
意
に
制
限
す
る
の
は
ご
く
稀

で
、
民
法
二
七
六
條
に
よ
り
契
約
上
合
意
し
得
る
場
合
で
あ
る
。
通
読
に
よ
れ

ぽ
、
そ
れ
は
、
現
在
の
契
約
關
係
の
枠
内
で
生
じ
る
不
法
行
爲
に
も
及
ぶ
。
こ

の
場
合
故
意
と
は
何
か
が
問
題
で
あ
る
。
邸
ち
、
故
意
読
の
主
張
す
る
よ
う
に
、

法
律
要
件
の
認
識
及
び
禁
止
の
認
識
（
蓬
法
性
の
意
識
）
で
あ
る
の
か
、
責
任

誘
の
よ
う
に
、
輩
に
法
律
要
件
の
認
識
だ
け
で
足
り
る
の
か
。

　
例
え
ば
、
契
約
上
責
任
を
故
意
の
場
合
に
だ
け
制
限
せ
ら
れ
た
賃
借
人
が
、

賃
貸
人
の
樹
木
は
全
く
腐
朽
し
、
今
度
風
が
張
く
吹
け
ば
倒
れ
て
自
分
の
工
作

物
を
破
壌
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
誤
信
し
て
切
り
倒
し
た
場
合
に
、
故
意
読
に
よ

れ
ば
、
賃
借
人
は
そ
れ
を
倒
す
こ
と
が
民
法
二
二
八
條
に
よ
り
適
法
で
あ
る
と

信
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
過
失
に
よ
つ
て
行
爲
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
責

任
説
に
よ
れ
ば
、
彼
は
知
り
か
つ
意
慾
し
て
他
人
の
も
の
を
殿
損
し
た
の
で
あ

現
代
刑
法
理
論
と
民
法

る
か
ら
、
彼
は
故
意
を
以
つ
て
行
爲
し
た
の
で
あ
り
、
彼
が
樹
木
は
な
お
し
っ

か
り
し
て
い
て
、
工
作
物
に
何
等
危
陰
の
な
い
こ
と
を
當
然
知
つ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
つ
た
筈
の
場
合
に
は
、
責
任
を
負
わ
し
め
ら
れ
る
。

　
前
述
の
場
合
禁
止
の
錯
誤
は
、
違
法
性
を
阻
却
す
る
行
爲
事
情
0
誤
解
に
基

づ
く
。
日
常
の
殆
ん
ど
の
場
合
、
禁
止
の
錯
誤
は
、
行
爲
者
が
、
彼
の
知
つ
て

い
る
「
抽
象
的
」
な
禁
止
は
、
行
爲
の
際
の
「
具
騰
的
」
な
違
法
阻
却
事
由
の

前
で
は
後
退
す
る
の
だ
と
信
じ
た
事
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
「
嚴
格
」
責
任
読

は
、
違
法
性
を
阻
却
す
る
事
實
状
態
に
つ
い
て
の
誤
認
を
も
故
意
と
關
係
の
な

い
禁
止
の
錯
誤
と
し
て
取
り
扱
つ
て
い
る
。
「
制
限
」
責
任
説
は
、
蓮
法
性
を
阻

却
す
る
事
實
状
態
に
つ
い
て
の
錯
誤
を
、
故
意
を
阻
却
す
る
構
成
要
件
の
錯
誤

と
し
、
蓮
法
性
を
阻
却
す
る
規
範
の
存
在
及
び
法
的
限
界
に
つ
い
て
の
錯
誤
の

み
を
禁
止
の
錯
誤
と
み
な
し
て
い
る
。

　
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
が
、
右
の
い
ず
れ
の
説
に
從
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
九

三
一
・
九
三
三
頁
）
。
責
任
が
故
意
に
限
定
さ
れ
る
と
、
右
の
理
論
の
い
ず
れ
を

と
る
か
に
つ
い
て
、
民
事
法
は
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
的
的
行
爲

論
と
共
に
、
嚴
格
責
任
説
が
ひ
き
つ
が
れ
れ
ば
有
効
で
あ
る
。

　
責
任
を
故
意
の
場
合
に
の
み
限
定
す
る
民
法
八
二
六
條
に
お
い
て
、
通
説
に

從
つ
て
、
故
意
に
行
爲
す
る
加
害
者
が
良
俗
違
反
の
意
識
を
持
つ
必
要
が
な
い

と
す
る
な
ら
ば
、
民
事
法
は
、
禁
止
規
範
に
つ
い
て
の
錯
誤
を
責
任
説
の
意
味

で
扱
つ
て
い
る
。
良
俗
蓮
反
は
蓮
法
性
の
一
形
式
に
す
ぎ
な
い
。
形
式
的
な
法

規
に
基
づ
い
て
、
或
る
態
度
が
適
法
で
は
あ
る
が
良
俗
違
反
で
あ
る
と
言
う
こ

と
は
出
來
な
酷
民
法
八
二
六
條
、
二
二
六
條
、
二
四
二
條
の
法
倫
理
的
規
制

は
、
正
當
な
灌
利
行
使
の
限
界
が
、
善
良
の
風
俗
、
及
び
信
義
則
違
反
の
黙
に

あ
る
こ
と
を
示
す
。
灌
利
の
濫
用
は
、
権
利
の
行
使
で
は
な
い
。
濫
用
の
始
ま

六
五

（
六
四
五
）



現
代
刑
法
理
論
と
民
法

る
と
こ
ろ
、
灌
利
は
清
滅
す
る
。
違
法
な
態
度
が
す
べ
て
良
俗
違
反
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
が
、
良
俗
蓮
反
の
態
度
は
、
常
に
違
法
で
あ
る
。
責
任
読
を

貫
徹
す
る
に
際
し
て
、
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
が
、
蓮
法
性
の
意
識
に
つ
い
て
と
同
じ

こ
と
が
良
俗
蓮
反
の
認
識
に
愛
當
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
正
し
い
。
責
任

非
難
は
、
行
爲
者
が
良
俗
蓮
反
を
知
り
、
或
は
必
要
な
注
意
を
梯
え
ば
知
り
え

た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
（
九
三
二
頁
）
。
L
か
し
こ
う
い
つ
て
お

き
な
が
ら
、
脚
註
八
で
、
八
二
六
條
は
良
俗
蓮
反
の
認
識
を
必
要
と
し
な
い
と

い
う
通
読
は
克
服
ざ
れ
た
も
の
と
考
え
る
、
と
い
つ
て
い
る
の
は
矛
盾
で
あ

る
。
通
読
が
、
民
法
八
二
六
條
に
お
い
て
責
任
説
に
左
祖
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
良
俗
蓮
反
の
不
知
に
つ
き
責
め
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
責
任
非

難
を
な
す
に
充
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
責
任
説
）
、
責
任
非
難
は
良
俗
蓮
反
を
現

に
意
識
す
る
こ
と
と
無
關
係
で
あ
る
。
こ
こ
に
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
が
、
責
任
説

（
責
任
説
に
よ
れ
ば
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
で
充
分
で
あ
る
。
ー
筆
者
註
）

を
と
る
と
言
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
蓮
法
性
の
意
識
が
責
任
に
驕
す
る
と
い
う
原

則
に
、
な
お
固
執
す
る
原
因
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
刑
法
の
個
別
的
過
失
が
民
法
で
も
亦
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
か
ど
5

か
の
間
題
が
論
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
刑
法
上
の
個
別
的
責
任
に
關
す
る
理
論
的
成
果
は
「
客
観
的
な
注
意
義
務
の

違
反
は
、
蓮
法
性
の
一
要
素
で
あ
る
。
個
別
的
能
力
上
、
客
観
的
に
命
ぜ
ら
れ

た
注
意
を
梯
う
こ
と
の
出
來
な
か
つ
た
者
も
、
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
過
失
責
任
（
＜
o
屋
魯
旨
澄
器
富
団
ε
昌
碗
）
で

は
な
い
」
と
い
う
馳
に
要
約
し
得
る
が
、
こ
れ
は
民
法
に
も
要
當
し
得
る
。
そ

こ
で
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
は
「
こ
の
よ
5
な
場
合
、
費
任
が
な
い
か
ら
、
道
義
的
醗

謡
に
立
つ
て
、
賠
償
の
責
め
は
認
め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
論
結
す
る
。
L
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か
し
法
政
策
的
に
は
こ
れ
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。
印
ち
、
未
成
年
者
若
く
は
限

定
責
任
能
力
者
の
利
釜
が
、
一
般
の
利
釜
と
衝
突
す
る
場
合
に
、
法
が
常
に
前

者
を
優
先
せ
し
め
る
か
ど
う
か
は
全
く
疑
わ
し
い
（
九
二
五
頁
）
。
刑
法
の
場

合
と
は
異
な
つ
て
、
民
法
に
お
い
て
は
、
債
務
の
な
い
責
任
、
更
に
は
蓮
法
性

の
な
い
責
任
（
後
述
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
黙
を
考
え
る
と
、
一
般
の
利
釜
を

優
先
せ
し
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
民
法
典
の
立
法
者
は
、

「
過
失
あ
る
行
爲
者
に
は
、
責
任
を
超
え
た
、
法
定
の
保
鐙
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
」
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
法
典
に
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
學
読

に
は
、
取
引
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
注
意
の
違
反
が
あ
つ
て
始
め
て
不
法
と
な

る
が
、
し
か
し
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
未
だ
責
任
は
な
い
、
と
論
ず
る
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
に
封
し
て
は
、
實
定
法
が
過
失
責
任
の
馳
で
、
無
過
失
の
不
法
に
つ

い
て
何
等
か
の
責
任
を
必
要
と
考
え
て
い
な
か
つ
た
か
ど
う
か
が
問
わ
る
べ
き

で
あ
る
。
自
己
の
状
態
（
Oo
o
8
首
）
に
責
め
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
生
來
の
同
性
愛
者
、
叉
は
犯
罪
へ
の
先
天
的
性
向
を
も
つ
た
慣
習
犯
人

に
み
ら
れ
る
如
く
、
刑
法
に
全
く
無
縁
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
民
法
に
お
い

て
、
取
引
上
の
注
意
に
反
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
加
え
ら
れ
る
損
害
か
ら
第
三
者

を
守
る
と
い
う
必
要
は
、
正
當
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
從
つ
て
過
失
責
任
を
一
貫

す
る
た
め
に
、
蓮
法
な
加
害
か
ら
同
胞
を
保
護
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
「
責
任
を
超
え
た
、
法
定
の
保
謹
義
務
」
を
認
め
る
こ
と
の
方
が
、
民

法
濁
自
の
任
務
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

　
故
意
過
失
責
任
が
全
損
害
賠
償
法
の
一
部
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ

て
、
決
し
て
そ
の
大
部
分
を
形
成
し
て
い
る
も
の
で
な
い
な
ら
、
上
述
の
こ
と

は
更
に
正
當
な
も
の
と
言
え
る
。
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
自
身
、
こ
れ
を
「
過
失
責
任

原
則
の
過
度
の
優
越
」
と
言
つ
て
い
る
（
九
一
四
頁
）
。
我
々
の
生
活
が
高
度
に



按
術
化
す
る
に
俘
い
、
大
き
な
損
害
は
人
間
の
責
任
に
よ
る
の
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
互
大
な
物
理
・
化
學
の
諸
力
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
ド
イ
ッ
民

法
典
の
周
り
に
」
一
段
と
範
園
を
蹟
大
し
て
い
る
危
殆
責
任
の
中
に
、
過
失
責

任
の
原
則
を
序
々
に
克
服
し
て
ゆ
く
原
理
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
ま
で
民
法
典
の
自
己
完
結
的
な
睦
系
構
成
と
そ
の
傳
統
的
な
中
心
的
地
位
が

そ
れ
を
妨
げ
て
き
た
。
生
活
の
技
術
化
、
損
害
の
不
可
避
化
に
俘
い
、
危
瞼
の

分
配
と
い
う
法
政
策
的
課
題
が
一
暦
彊
く
前
面
に
う
ち
出
さ
れ
る
。
ま
こ
と

に
、
　
エ
ッ
サ
ー
の
読
く
と
こ
ろ
に
眞
理
が
あ
る
（
昏
8
巨
渉
且
く
●
℃
猛
箆
ψ

困
倉
に
o
。
》
旨
一
露
冨
幹
旨
ざ
一
碧
）
。
印
ち
「
工
業
化
お
よ
び
動
力
化
が
行

わ
れ
る
以
前
で
は
、
自
己
の
過
失
に
封
し
て
責
め
を
負
う
こ
と
が
、
時
代
の
肚

會
的
要
請
と
一
致
し
て
い
た
。
そ
の
限
り
で
、
ド
イ
ッ
民
法
典
の
損
害
賠
償
秩

序
は
機
能
を
果
し
得
た
。
肚
會
的
必
要
性
の
あ
る
、
現
代
の
技
術
的
．
工
業
的

生
活
の
危
瞼
に
封
し
て
は
、
右
の
損
害
賠
償
秩
序
は
封
露
し
得
な
く
な
つ
た
。

こ
の
新
手
の
冒
瞼
と
い
う
新
し
い
秩
序
領
域
は
、
民
法
の
損
害
賠
償
法
お
よ
び

民
法
理
論
の
外
で
成
長
し
た
。
…
…
そ
の
典
型
的
な
損
害
賠
償
の
問
題
を
俘
つ

た
現
實
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
こ
の
秩
序
領
域
は
、
そ
の
特
殊
の
露
責

問
題
お
よ
び
闘
責
方
法
で
別
個
の
不
法
と
災
害
と
を
濁
立
し
て
、
有
機
的
に
結

合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
だ
が
こ
の
廣
範
園
な
災
害
責
任
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
概
念
を
以
つ
て
統
御
さ

れ
て
い
る
刑
法
理
論
は
何
等
の
寄
興
を
も
な
し
得
な
い
。
目
的
的
行
爲
論
の
爲

し
得
る
コ
つ
の
」
寄
興
は
、
そ
の
違
法
論
が
、
吐
會
的
に
重
要
な
し
か
も
危

陰
な
業
務
に
際
し
て
、
命
ぜ
ら
れ
た
注
意
を
彿
つ
て
も
不
可
避
的
に
生
じ
る
損

害
は
、
肚
會
相
當
性
が
あ
り
、
從
つ
て
違
法
で
は
な
く
て
災
害
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
か
つ
確
讃
し
た
黙
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
民
法
の
損
害
賠
償

現
代
刑
法
理
論
と
民
法

法
の
根
本
的
な
新
し
い
秩
序
づ
け
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
損
害
賠
償
法
の
改
革
を
す
る
よ
り
も

先
に
進
歩
し
た
國
の
立
法
者
は
、
新
し
い
怖
る
べ
き
種
類
の
災
害
、
印
ち
原
子

力
の
「
李
和
的
利
用
」
に
よ
り
、
個
々
の
人
間
で
は
な
く
、
全
人
類
を
威
嚇
し

て
い
る
、
全
く
見
極
め
の
つ
か
な
い
よ
う
な
損
害
に
封
し
て
法
的
に
備
え
る
べ

き
緊
急
の
任
務
が
あ
る
。
立
法
者
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
な
か
つ
た
よ
う
な
高
度

の
倫
理
的
責
任
を
受
け
持
つ
。
立
法
者
が
、
若
し
「
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
に
お

い
て
、
原
子
力
か
ら
生
じ
う
る
現
存
の
人
間
お
よ
び
將
來
の
世
代
に
封
す
る
す

べ
て
の
災
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
規
律
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
立
法

者
は
、
全
人
類
を
害
す
る
よ
う
に
反
韓
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
諸
力
を
、
経
濟
的

有
用
性
の
た
め
に
放
出
す
る
こ
と
が
一
農
人
間
に
許
さ
れ
る
の
か
、
そ
う
す
る

こ
と
が
法
秩
序
お
よ
び
倫
理
秩
序
と
結
合
し
う
る
の
か
、
叉
そ
れ
は
「
人
間
の

共
同
睦
に
適
合
し
て
い
る
」
（
阯
會
相
當
性
か
あ
る
）
の
か
、
と
い
う
宿
命
的

な
、
困
難
な
問
題
を
「
肯
定
」
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
運
命
の
「
同
避
可
能
な
」
挑
嬢
は
、
む
し
ろ
「
違
法
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

　
解
題
　
す
で
に
〃
ま
え
が
き
”
で
指
摘
し
た
通
り
、
二
ー
ゼ
は
本

論
丈
に
お
い
て
、
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
の
試
み
た
目
的
的
行
爲
論
を
以
て
す
る

刑
法
と
民
法
と
の
架
橋
に
劃
す
る
批
判
、
ひ
い
て
は
目
的
的
行
爲
論
の
民

法
領
域
へ
の
導
入
の
可
否
そ
れ
自
髄
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
抄
課

に
よ
つ
て
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
の
試
み
は
必
ら
ず
し
も

成
功
し
た
も
の
と
は
云
え
な
い
が
、
そ
れ
は
、
刑
法
理
論
と
し
て
雫
わ
れ

て
い
る
“
目
的
的
行
爲
論
”
に
封
す
る
理
解
が
必
ら
ず
し
も
正
鵠
を
得
た

六
七

（
六
四
七
）



現
代
刑
法
理
論
と
民
法

も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
が
大
ぎ
な
原
因
と
な
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
元
來
刑
法
學
に
お
け
る
行
爲
論
は
、
構
成
要
件
と
の
關
連
に
お
い
て

の
み
論
ず
べ
ぎ
も
の
と
す
る
立
場
（
例
え
ば
小
野
清
一
郎
博
士
）
は
も
と

よ
り
、
そ
の
他
の
立
場
に
お
い
て
も
極
め
て
規
範
的
な
色
彩
の
濃
い
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
目
的
的
行
爲
論
は
、
行
爲
を
直

ち
に
構
成
要
件
と
結
び
つ
け
よ
う
と
は
し
な
い
で
、
專
ら
そ
の
存
在
構
造

を
重
親
し
、
存
在
論
的
、
前
法
律
的
な
も
の
と
し
て
、
し
か
も
人
間
の
行

爲
と
し
て
、
主
観
的
側
面
と
客
観
的
側
面
と
の
相
帥
不
離
の
統
一
艦
と
し

て
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
こ
で
は
刑
法
的
n
構
成
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
や
　
　
ヤ

件
的
行
爲
概
念
で
は
な
く
し
て
一
般
的
行
爲
概
念
が
追
及
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
目
的
的
行
爲
論
が
前
法
律
的
、
存
在
論
的
行
爲
一
般
を
前
提
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
形
式
論
理
的
に
は
、
そ
れ
は
全
法
領
域
に
委
當
す
る
理

諦
で
あ
る
と
論
結
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
も
こ
の
鮎
を
重
覗

し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
我
々
は
も
う
一
度
翻
つ
て
、

目
的
的
行
爲
論
が
從
來
の
刑
法
的
行
爲
論
に
封
す
る
ア
ソ
テ
ィ
テ
ー
ゼ
と

し
て
出
て
來
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
刑
法
理
論
と
い
う
固
有
な
思
惟

の
苗
床
に
育
く
ま
れ
、
前
法
律
的
、
存
在
論
的
と
は
云
い
な
が
ら
も
、
そ

の
規
制
面
で
は
常
に
刑
法
的
規
律
を
豫
定
し
て
お
り
、
刑
法
理
論
に
お
け

る
各
分
野
に
わ
た
つ
て
微
妙
に
反
響
し
合
う
ハ
ー
モ
ニ
イ
の
基
調
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
廣
汎
な
相
互
關
蓮
を
度

外
覗
す
る
な
ら
ば
輕
卒
と
誤
謬
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も

あ
れ
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
は
目
的
的
行
爲
論
の
主
張
の
核
心
を
追
う
に
性
急
の

蝕
り
、
そ
の
刑
法
理
論
の
全
領
域
に
及
ぽ
す
影
響
乃
至
は
そ
の
役
割
を
充

分
理
解
し
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
り
、
反
面
二
！
ゼ
の
批
到
は
目
的
的
行
爲

六
八

（
六
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論
を
辮
護
し
、
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
の
目
的
的
行
爲
論
に
封
す
る
誤
解
を
解
こ

う
と
す
る
こ
と
に
の
み
急
で
、
例
え
ば
“
こ
の
理
論
は
全
法
領
域
に
要
當

す
る
理
論
で
あ
る
〃
と
昂
然
断
言
し
た
端
か
ら
、
民
事
法
の
領
域
で
は
目
的

的
行
爲
論
の
艦
系
は
實
り
多
い
も
の
を
も
た
ら
す
と
は
云
え
な
い
と
論
じ

て
い
る
あ
た
り
“
語
る
に
お
ち
た
”
感
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
二
ー
ゼ
自
身

も
あ
る
程
度
意
識
し
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
倫
理
的
な
人
格
非
難
の
観

貼
か
ら
行
爲
不
慣
値
（
類
螢
昌
臼
弱
ロ
伊
q
ロ
9
β
名
①
昏
）
に
重
鮎
を
お
く
目
的
的

行
爲
論
は
刑
法
の
領
域
に
お
い
て
は
要
當
し
得
て
も
、
生
じ
た
損
害
の
墳

補
の
観
黙
か
ら
、
む
し
ろ
結
果
不
憤
値
（
国
ほ
o
眞
馨
昌
毒
Φ
旨
）
に
重
鮎
を

置
か
ざ
る
を
得
な
い
民
法
の
領
域
に
は
要
當
し
な
い
よ
ヶ
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
以
上
の
所
論
か
ら
直
ち
に
ニ
ッ
バ
ー
ダ
イ
の
試
み
は
全
く
失
敗

で
あ
り
、
二
ー
ゼ
の
批
剣
も
何
ら
の
領
値
を
も
た
な
い
と
い
う
結
論
が
ひ

ぎ
出
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
わ
が
國
に
お
い
て
目
的
的
行
爲
論
へ
の
關
心
が
示
さ
れ
た
最
初
の
論
稿

は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
東
京
大
學
の
李
野
龍
一
教
授
の
館
故
意
に
つ
い

て
〃
で
あ
る
。
こ
れ
が
登
表
さ
れ
た
の
は
法
學
協
會
雑
誌
第
六
七
巻
第
三
・

四
號
（
昭
和
廿
四
年
八
・
九
月
號
）
で
あ
る
。
爾
來
木
村
亀
二
東
北
大
教

授
、
李
場
安
治
京
大
教
授
、
井
上
正
治
九
大
教
授
、
植
田
重
正
關
大
教

授
、
福
田
準
紳
戸
大
助
教
授
、
中
武
靖
夫
大
阪
大
助
教
授
、
中
義
勝
關
大

助
教
授
、
下
村
康
正
中
大
助
教
授
等
が
折
に
ふ
れ
議
表
さ
れ
た
、
目
的
的

行
爲
論
に
關
係
の
あ
る
論
丈
は
極
め
て
多
い
。
職
後
の
日
本
刑
法
學
界
の

最
大
關
心
事
の
一
つ
は
正
に
目
的
的
行
爲
論
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
ド
イ
ッ
は
さ
て
お
き
日
本
の
刑
法
學
界
に
お
い
て
目
的
的
行
爲
論

の
關
心
が
八
年
飴
に
わ
た
り
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
披
渥
さ
れ
た
に
も
か
か
わ



ら
ず
、
わ
が
國
の
民
法
學
界
で
は
私
の
知
る
限
り
一
片
の
顧
慮
す
ら
彿
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
刑
法
理
論
に
お
い
て
依
然

む
し
か
え
さ
れ
て
い
る
髄
系
構
築
論
雫
と
い
う
い
わ
ば
1
1
翻
念
の
遊
戯
”

か
ら
超
然
と
己
を
持
し
て
い
る
と
も
受
け
と
れ
る
し
、
又
未
だ
む
し
ろ
形

成
途
上
に
あ
つ
て
提
唱
者
た
る
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
自
身
動
揺
を
績
け
て
い
る

新
理
論
の
完
成
に
至
る
ま
で
の
沈
獣
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
鮎
か
ら
彼

此
考
え
合
せ
る
と
、
た
と
え
そ
の
果
す
機
能
、
そ
の
目
的
等
を
異
に
し
て

い
る
と
は
云
え
、
そ
の
濁
自
性
に
安
ん
じ
て
相
互
に
關
係
の
う
す
い
も
の

と
し
て
放
置
せ
ず
、
民
・
刑
爾
法
と
も
同
一
法
秩
序
内
に
あ
る
法
領
域
と

し
て
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
架
橋
を
し
よ
う
と
し
、
し
か
も
そ
の
架
橋
の
媒

艦
と
し
て
目
的
的
行
爲
論
を
民
法
へ
と
導
入
し
よ
う
と
し
た
ニ
ッ
パ
ー
ダ

イ
の
試
み
は
、
や
は
り
極
め
て
野
心
的
な
も
の
と
し
て
試
金
石
的
債
値
あ

り
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
試
み
自
艦
む
し
ろ
失
敗

で
検
討
、
訂
正
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
黙
を
残
し
た
と
し
て
も
今
後
の
嚢
展

の
可
能
性
が
信
じ
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
二
ー
ゼ
の
批
剣
も
前
述
の
よ

う
に
論
理
一
貫
し
な
い
も
の
は
あ
る
が
、
と
く
に
違
法
性
の
意
識
に
關
す

る
い
わ
ゆ
る
“
責
任
説
”
と
民
法
と
の
關
係
や
、
い
わ
ゆ
る
“
祉
會
相
當

性
の
理
論
〃
に
よ
る
損
害
賠
償
法
の
新
し
い
秩
序
づ
け
の
提
案
等
聞
く
べ

き
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
、
最
後
の
、
原
子
力
の
利
用
に

關
す
る
嚢
言
も
簡
軍
な
が
ら
極
め
て
注
目
に
債
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

看
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
長
短
相
侯
つ
て
我
々
は
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
、
　
二
ー
ゼ
の
議
論
を
通
じ

て
、
目
的
的
行
爲
論
の
民
法
領
域
へ
の
導
入
の
可
否
、
ひ
い
て
は
目
的
的

行
爲
論
そ
れ
自
艦
に
つ
い
て
の
認
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味

　
　
現
代
刑
法
理
論
と
民
法

で
本
稿
は
民
事
法
關
係
者
に
何
ら
か
の
寄
與
を
な
し
得
る
と
同
時
に
刑
事

法
關
係
者
に
と
つ
て
も
目
的
的
行
爲
論
批
到
の
た
め
一
素
材
と
し
て
の
意

味
を
持
ち
う
る
こ
と
と
信
じ
る
。
そ
し
て
本
賓
料
の
意
義
も
亦
そ
こ
に
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
交
　
献
　
　
本
稿
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
目
的
的
行
爲
論
と
は

い
か
な
る
理
論
か
と
い
う
馳
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
述
の
通
り
、
諸
刑

法
學
者
に
よ
つ
て
紹
介
ず
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
蛇
足
を
加
え
る
べ
ぎ

で
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
本
誌
を
購
讃
し
て
お
ら
れ
る
學
生
諸
君
の
碑
究

と
理
解
の
便
の
た
め
、
主
た
る
参
考
文
献
の
み
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

　
ド
イ
ッ
語
の
丈
献

　
串
く
●
名
Φ
び
o
J
O
窪
且
肖
罠
画
①
の
毎
o
す
o
魯
o
巴
o
名
爵
駐
魯
Φ

ω
霞
餌
鴇
吋
Φ
o
げ
6
孕
一
旨
O
．

　
留
琶
こ
N
仁
目
》
亀
ご
鍔
密
の
oo
ψ
影
陸
8
耳
器
老
8
目
9
毎
罫

　
（
目
的
的
行
爲
論
の
主
唱
者
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
ル

ツ
ェ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
萌
芽
と
も
見
る
べ
き
も
の
を
最
初
に
提
唱
し
た

の
は
フ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
上
述
二
著
は
注
目
さ

れ
る
。
）
最
近
で
は
O
国
9
民
二
器
儀
窪
住
o
暮
8
げ
①
ロ
幹
β
ぴ
①
魯
8

（
お
窃
）
が
出
て
い
る
。
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O
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貯
一
1

¢
O
げ
Φ
　
一
》
碧
吋
¢
φ
①
一
一
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琶
こ
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目
臼
Φ
ゆ
冒
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①
一
田
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昌
臼
“
ー
ひ
q
巴
o
汐
目
9
お
盟
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α
o
量
こ
　
O
器
　
ロ
Φ
ρ
o
駒
昌
“
畠
霧
oQ
霞
暫
陸
①
o
耳
の
ロ
気
魯
Φ
目
9
b
o
・

＞
‘
ゆ
こ
お
器
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六
九
　
　
　
（
六
四
九
）



環
代
刑
法
理
論
と
民
法

　
q
R
¢
こ
餅
κ
言
①
一
一
Φ
ω
註
亀
お
。
耳
・
質
o
営
①
目
o
随
巨
匡
魯
目
窪
儀
R

麟
β
巴
Φ
目
缶
即
μ
臼
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目
覧
o
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目
P
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〇
誘
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胃
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F
ご
o
き
孤
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ω
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目
①
魯
“
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目
①
『
R
弓
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一
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鰹
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ぴ
Φ
屏
器
げ
国
9
0
一
①
ピ
o
げ
困
o
＜
o
ー
畠
霞
国
即
昌
母
g
目
伊
亀
g
監
臼
び
o
ロ
o
巨
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畠
臼
霞
閃
①
葺
o
冨
坤
魯
註
讐
β
o
亀
雲
冨
昏
Φ
魯
註
魯
R
勺
H
o
菖
o
目
①
じ

お
㎝
Qo

●

　
本
場
ド
イ
ッ
以
外
の
諸
外
國
に
お
け
る
目
的
的
行
爲
論
に
關
す
る
論
翁

を
見
る
と
、
わ
が
國
に
お
け
る
そ
れ
が
最
も
活
淡
で
あ
る
が
そ
の
他
に
も

例
え
ば
イ
タ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
が
イ
タ
リ
ー
語
で
書
い

た
論
丈
を
登
表
し
た
事
情
等
も
相
倹
つ
て
中
々
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。

そ
の
他
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て

　
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
献
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叶
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イ
タ
リ
ー
語
の
文
献
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Ω
甘
ロ
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國
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づ
①
β
8
0
（
冨
辞
Φ
㊤
q
o
昌
臼
箪
o
y

oo
O
“
こ
一
〇
蜜
・

　
（
と
く
に
ベ
ッ
チ
オ
ー
ル
の
本
著
は
、
そ
の
第
二
版
で
、
來
る
べ
き
第

三
版
に
は
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
腔
系
に
よ
つ
て
改
訂
す
る
と
言
明
さ
れ
て
い

た
〔
序
文
九
・
一
〇
頁
〕
が
本
版
〔
第
三
版
〕
一
四
九
頁
以
下
の
行
爲
論

一
般
、
と
く
に
一
八
八
頁
以
下
の
肢
述
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
）

　
ス
ペ
イ
ン
語
の
文
献

　
袈
9
同
蒔
器
N
家
o
冒
o
卸
O
o
冒
ロ
崔
o
β
9
0
β
Φ
o
o
酵
o
蜜
高
o
詳
二
冒
oo

臨
買
巴
駐
岱
o
ゆ
q
Φ
冨
暫
o
試
0
7
》
旨
‘
魍
覧
9
一
〇
㎝
o
o
℃
や
さo
O
司
o
●

　
量
屋
こ
b
四
儀
9
菖
ぎ
”
留
冨
器
試
o
ー
訪
昆
拭
註
o
岱
｝
＜
箪
o
β
菖
暫

＜
9
。
図
刈
（
一
綜
oo
＼
一
〇
躍
）
●

　
わ
が
國
に
お
け
る
丈
献

準
野
龍
一
　
故
意
に
つ
い
て
　
法
學
協
會
難
誌
六
七
巻
三
號
一
二
一
六
頁
以

　
下
、
四
號
二
一
五
一
頁
以
下

木
村
輻
二
　
刑
法
に
お
け
る
目
的
行
爲
論
－
そ
の
意
義
と
債
値
　
季
刊

　
法
律
學
一
四
號
三
頁
以
下

卒
揚
安
治
　
刑
法
に
お
け
る
行
爲
概
念
と
行
爲
論
の
地
位
　
小
野
博
士
還

　
暦
説
賀
論
丈
集
上
巻
三
三
頁
以
下

　
同
、
刑
法
総
論
講
義

　
同
、
目
的
的
行
爲
論
の
素
描
　
季
刊
法
律
學
二
四
號
五
〇
頁
以
下



井
上
正
治
　
故
意
と
過
失
の
限
界
　
刑
法
難
誌
一
巻
二
號
二
二
七
頁
以
下

　
同
、
目
的
行
爲
論
の
禮
系
上
の
地
位
l
I
犯
罪
論
の
一
つ
の
艦
系
　
法

　
政
研
究
二
〇
巻
二
ー
四
合
併
號
一
九
七
頁
以
下

植
田
重
正
　
目
的
的
行
爲
論
と
間
接
正
犯
　
瀧
川
博
士
還
暦
醜
賀
論
文
集

　
下
巻
六
四
七
頁
以
下

幅
田
準
　
目
的
的
行
爲
論
に
つ
い
て
　
神
戸
経
濟
大
學
創
立
五
十
周
年
記

　
念
論
丈
集
一
三
三
頁
以
下
。
な
お
、
幅
田
助
教
授
は
本
論
丈
を
塵
縮
し

　
た
も
の
を
書
齋
の
窓
、
刑
法
學
入
門
に
も
蛮
表
さ
れ
て
い
る
。

中
義
勝
　
刑
法
に
お
け
る
行
爲
の
概
念
　
刑
法
雑
誌
四
巻
四
七
六
頁
以
下

中
武
靖
夫
　
主
観
的
正
犯
概
念
　
法
學
論
叢
五
六
巷
三
・
四
號
、
五
七
巷

　
四
號

下
村
康
正
　
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
行
爲
論
　
法
學
新
報
六
四
巻
四
號
二
七
頁

　
以
下

　
附
記
　
本
資
料
は
ゲ
ま
え
が
き
”
に
お
い
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
ー

ゼ
教
授
が
臼
‘
二
馨
Φ
昌
困
詫
‘
ロ
筑
紙
上
に
登
表
し
た
へ
“
∪
δ
琶
O
山
霞
β
O

ω
霞
鑑
8
0
耳
巴
Φ
日
Φ
仁
昌
儀
N
一
£
ζ
9
算
．
．
の
抄
課
で
あ
る
。
　
し
か

し
、
本
賓
料
が
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な
形
で
登
表
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
よ

ぎ
指
導
者
と
多
く
の
よ
き
協
力
者
の
あ
つ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
感
謝

を
捧
げ
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
原
文
課
出
の
纏
緯
を
簡
軍
に
述
べ
る
と
、
本
塾
大
學
院
の
民
事
法

硯
究
科
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
置
以
來
津
田
利
治
教
授
が
エ
ン
ネ
ク
ツ
ェ

ル
ス
”
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
の
民
法
教
科
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
濁
法
の
講
義

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
丈
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の

現
代
刑
法
理
論
と
民
法

“
不
法
行
爲
”
論
に
關
し
て
し
ば
し
ば
目
的
的
行
爲
論
淋
引
用
さ
れ
て
い

る
の
で
、
學
生
全
員
の
理
解
の
便
の
た
め
、
昨
春
宮
澤
が
目
的
的
行
爲
論

の
主
張
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ソ
を
論
明
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
折
津
田
教

授
か
ら
〃
こ
れ
を
一
つ
醗
課
し
て
碑
究
し
て
み
な
い
か
〃
と
示
さ
れ
た
の

が
、
こ
こ
に
抄
課
、
紹
介
の
論
丈
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
民
事
法
硯
究
科
出
身
の
宮
澤
浩
一
、
林
脇
ト
シ
子
、
石
川

明
、
當
時
ま
だ
大
學
院
學
生
だ
つ
た
内
池
慶
四
郎
の
四
名
が
こ
れ
を
輪
讃

醗
課
し
、
津
田
教
授
の
許
に
提
出
、
種
々
御
指
導
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
後
に
至
り
、
こ
れ
を
抄
課
し
て
學
界
に
嚢
表
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の

意
義
あ
る
も
の
と
考
え
、
津
田
教
授
の
御
了
解
を
得
、
更
に
紙
敷
の
關
係

も
あ
つ
た
の
で
林
脇
、
石
川
、
内
池
三
氏
の
承
諾
を
得
て
抄
課
し
た
も
の

を
紹
介
、
蛮
表
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
抄
課
は
主
と
し
て
宮
澤
が

こ
れ
を
指
當
し
、
中
谷
が
多
少
筆
を
加
え
た
。
從
つ
て
中
谷
、
宮
澤
爾
名

の
名
で
獲
表
さ
れ
て
も
、
實
は
前
述
諸
氏
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

も
し
本
賓
料
に
何
ら
か
の
慣
値
あ
り
と
せ
ば
、
そ
の
大
牛
は
優
秀
な
る
協

力
者
の
力
に
與
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
出
來
上
つ
た
抄
課

自
艦
は
、
二
ー
ゼ
教
授
の
眞
意
が
充
分
傳
え
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
り
、
極

め
て
拙
課
と
思
わ
れ
る
箇
所
乃
至
は
更
に
誤
鐸
と
な
つ
て
い
る
箇
所
も

二
、
三
に
止
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
全
く
抄
課
に
際
し
て
の
中

谷
、
宮
澤
雨
名
の
淺
學
菲
才
の
責
め
に
蹄
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
　
μ
ま
え
が
き
”
“
解
題
”
“
附
記
”
共
に
中
谷
が
捲
當
し
た
。

　
以
上
本
資
料
成
立
に
つ
い
て
の
協
力
者
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
協
力
に

感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
、
私
共
爾
名
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
大

方
の
御
批
剣
、
御
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

七
一

（
六
五
一
）


